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一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
次
）
を
可
決

「
お
お
た
未
来
プ
ラ
ン
10
年
」
の
事
業
費
な
ど 

７
億
８
１
３
万
円
を
増
額 

第
３
回 

定
例
会
の
予
定 

９
月 

　

16
日　

本
会
議
（
第
１
日
） 

　

17
日　

本
会
議
（
第
２
日
） 

　

18
日　

常
任
委
員
会 

　

24
日　

常
任
委
員
会 

　

25
日　

議
会
運
営
委
員
会 

　

28
日　

特
別
委
員
会 

　

30
日　

本
会
議
（
第
３
日
） 

 

10
月 

　

１
日　

委
員
会 

　

２
日 

　

５
日 

　

６
日　

     

　

７
日 

　

８
日 

　

９
日 

　

14
日　

本
会
議
（
第
４
日
） 

   

○
第
３
回
定
例
会
に
付
託
予
定
の 

　

請
願
・
陳
情
の
締
め
切
り
は
、 

　

第
１
次
分
が
９
月
９
日
（
水
） 

　

第
２
次
分
が
９
月
16
日
（
水
） 

　

の
予
定
で
す
。 

 

決
算
特
別
委
員
会 

主な掲載内容  
●区政をきく・・・・・・・2～5面 
（代表質問・一般質問） 
●区長あいさつ・・・・・・・ ５ 面 
●定例会で決まった議案・・・ ６ 面 
●請願・陳情の結果・・・・・ ６ 面 
●特別委員会中間報告・・・・ ７ 面 
●議場の略図と議席・・・・・ ８ 面 
●第９回 
　平和祈念コンサート・・・・ ８ 面 

大
田
区
議
会
は
、
平
成
21
年
第
２

回
定
例
会
を
６
月
５
日
か
ら
16
日
ま

で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。 

区
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
本
会
議
第

１
日
及
び
第
２
日
に
か
け
て
、
５
名

の
議
員
が
会
派
を
代
表
し
て
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
続
い
て
11
名
の
議
員

が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
（
２ 

〜
５
面
に
要
旨
を
掲
載
） 

こ
の
定
例
会
に
は
、
平
成
21
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
次
）
の

ほ
か
、
大
田
区
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
は
じ
め
と 

永
年
に
わ
た
る
区
政
発
展
の
功
績

に
よ
り
、
平
成
21
年
５
月
27
日
、
全

国
市
議
会
議
長
会
総
会
に
お
い
て
、

次
の
議
員
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

 特
別
表
彰 

・
議
員
在
職
30
年
以
上 

永
井
敬
臣
議
員　
　
　
　
　
　
　

　
  一

般
表
彰 

・
議
員
在
職
10
年
以
上 

高
瀬
三
徳
議
員
、
松
原
秀
典
議
員
、 

山
崎
勝
広
議
員
、
犬
伏
秀
一
議
員
、 

菅
谷
郁
恵
議
員
、
和
田
正
子
議
員 

「スクスクのびのび」【場所】久が原ハーモニー保育園 

す
る
条
例
案
４
件
、
工
事
請
負
契
約

９
件
、
特
別
区
道
路
線
の
認
定
１
件
、

損
害
賠
償
額
の
決
定
１
件
、
報
告
議

案
８
件
が
提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果

す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

（
６
面
に
定
例
会
で
決
ま
っ
た
議
案

を
掲
載
） 

請
願
・
陳
情
は
関
係
委
員
会
で
審

査
し
た
結
果
、
採
択
２
件
、
不
採
択

８
件
、
そ
の
ほ
か
は
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。
（
６
面
に
請
願
・
陳
情

の
結
果
を
掲
載
） 

◇
第
２
回
定
例
会
の
内
容
◇ 

６
月
５
日 

本
会
議 

第
１
日 

　
　

 

（
代
表
質
問
） 

　

８
日 

本
会
議 

第
２
日 

　
　

（
代
表
質
問
、
一
般
質
問
、 

　
　
　
　

議
案
の
付
託
） 

　

９
日 

常
任
委
員
会 

（
総
務
財
政
、
地
域
・
産
業
、 

　
　
　
　

保
健
福
祉
、
都
市
・
環
境
、 

　
　
　
　

こ
ど
も
文
教
） 

10
日 

常
任
委
員
会 

（
総
務
財
政
、
地
域
・
産
業
、 

　
　
　
　

保
健
福
祉
、
都
市
・
環
境
、 

　
　
　
　

こ
ど
も
文
教
） 

11
日 

議
会
運
営
委
員
会 

12
日 

特
別
委
員
会 

（
開
発
・
観
光
対
策
、
交
通 

　
　
　
　

問
題
調
査
、
羽
田
空
港
対 

　
　
　
　

策
、
防
災
・
安
全
対
策
） 

16
日 

本
会
議 

第
３
日 

（
議
案
の
採
決 

等
） 

議
員
表
彰

全
国
市
議
会
議
長
会
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ＪＲ蒲田駅東口側 ＪＲ大森駅東口側

大田区役所本庁舎１階

小池公園

大森赤十字病院

区 

政 

を 

き 

く

代　

表　

質　

問

地
域
力
を
い
か
し
安
心
な
区
民
生
活
の
実
現
を
！

大
田
区
議
会
公
明
党　

清
波　

貞
子

未
来
に
残
そ
う
「
い
い
ま
ち
大
田
」
を
め
ざ
し

大
田
区
議
会
自
民
党　

大
森　

昭
彦

〈
注
〉
代
表
質
問
、
一
般
質
問
に
あ
る
『
基
本
計
画
』
と
は
、
平
成
20
年
第
３
回
定
例
会
で
議
決

し
た
「
大
田
区
基
本
構
想
」
に
基
づ
き
、
平
成
21
年
３
月
に
策
定
さ
れ
た
大
田
区
10
か
年

基
本
計
画
「
お
お
た
未
来
プ
ラ
ン
10
年
」
を
示
し
ま
す
。

未
来
あ
る
大
田
の
た
め
一
歩
踏
み
出
す
区
政
運
営
を

自
由
民
主
党
大
田
区
議
団　

水
井　

達
興

＜

中
小
企
業
支
援＞

問
新
製
品
・
新
技
術
開
発
支
援

事
業
の
応
募
件
数
及
び
内
容
を

伺
う
。

答
応
募
件
数
は
41
件
で
20
年
か

ら
倍
増
し
た
。
例
年
以
上
に
技

術
レ
ベ
ル
が
高
く
、
審
査
の
結

果
、
10
件
を
助
成
対
象
と
し
た
。

問
経
済
産
業
省
の
技
術
開
発
補

助
金
制
度
は
、
区
と
し
て
積
極

的
に
活
用
す
べ
き
。

答
経
済
産
業
省
の
担
当
を
招
き

説
明
会
を
開
催
し
た
結
果
、
85

社
の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。
今

後
と
も
迅
速
か
つ
適
切
な
情
報

提
供
を
行
う
。

＜

定
額
給
付
金＞

問
区
内
商
品
券
の
売
行
き
は
期

待
ど
お
り
で
あ
っ
た
か
。

答
４
月
22
日
に
発
売
を
開
始
し
、

５
月
18
日
で
完
売
と
な
り
ご
好

評
を
い
た
だ
い
た
。
商
店
街
に

新
た
な
顧
客
が
増
え
る
こ
と
を

期
待
す
る
。

問
商
品
券
の
効
果
を
受
け
た
今

後
の
区
の
対
応
を
伺
う
。

答
商
品
券
の
効
果
を
検
証
し
、

消
費
者
や
商
業
者
の
声
を
聞
き

つ
つ
対
応
を
検
討
す
る
。

問
今
回
の
補
正
予
算
に
計
上
さ

れ
た
Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
対
す
る

「
臨
時
生
活
給
付
金
」
の
時
期
、

支
給
方
法
は
。

答
区
独
自
の
制
度
で
あ
り
、
事

業
開
始
は
７
月
１
日
、
申
請
受

付
期
間
は
定
額
給
付
金
と
同
じ

10
月
14
日
ま
で
と
考
え
て
い
る
。

支
給
方
法
等
は
今
後
詳
細
を
詰

め
る
。

＜

女
性
の
が
ん
検
診＞

問
受
診
率
を
上
げ
る
た
め
に
、

移
動
型
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検

診
車
を
地
域
に
出
前
型
で
送
り

込
ん
で
は
ど
う
か
。

答
効
率
性
や
有
効
性
、
区
民
の

利
便
性
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

検
診
車
の
活
用
も
含
め
受
診
率

の
向
上
に
向
け
検
討
を
進
め
る
。

問
成
人
式
に
、
子
宮
頸
が
ん
、

乳
が
ん
検
診
を
案
内
し
て
は
。

答
子
宮
が
ん
検
診
は
20
歳
以
上

の
偶
数
年
齢
か
ら
対
象
と
な
っ

て
お
り
、
成
人
式
で
の
案
内
配

布
も
含
め
、
周
知
手
法
を
今
後

と
も
さ
ら
に
検
討
す
る
。

問
３
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
、

女
性
健
康
週
間
と
定
め
ら
れ
た
。

区
で
も
女
性
の
健
康
意
識
を
啓

発
す
る
催
し
を
計
画
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

答
女
性
の
健
康
づ
く
り
の
視
点

か
ら
検
討
し
、
「
健
康
大
田

21
」
の
一
環
と
し
て
講
演
会
を

行
い
た
い
。

問
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
大

森
赤
十
字
病
院
に
対
す
る
乳
が

ん
検
診
の
充
実
、
女
性
専
門
外

来
の
拡
充
、
高
齢
者
の
た
め
の

療
養
病
床
の
確
保
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
る
。
区
長
の
見
解
は
。

答
今
日
に
至
る
ま
で
要
望
し
て

き
た
。
引
続
い
て
要
望
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

＜

保
育
園
の
施
設
整
備＞

問
区
が
入
手
し
た
佐
伯
山
の
土

地
に
保
育
園
を
建
設
し
て
は
。

答
土
地
の
有
効
利
用
に
あ
た
り
、

地
元
と
の
十
分
な
コ
ン
セ
ン
サ

ス
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
計
画
を

進
め
る
。

問
待
機
児
解
消
に
向
け
た
区
の

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
５
月
末
に
設
置
し
た
対
策
本

部
で
具
体
的
な
対
策
の
検
討
に

努
め
る
。

問
事
業
所
内
保
育
所
の
設
置
費

用
補
助
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

答
都
補
助
の
活
用
を
含
め
、
開

設
促
進
さ
れ
る
よ
う
支
援
策
を

検
討
す
る
。

問
認
証
保
育
所
の
整
備
計
画
は

待
機
児
解
消
に
向
け
計
画
を
前

倒
し
し
て
で
も
、
早
急
に
実
施

す
べ
き
。

答
21
年
度
は
３
か
所
開
設
し
、

75
名
の
定
員
増
を
予
定
し
て
い

る
。
平
成
25
年
度
ま
で
に
８
か

所
開
設
を
計
画
し
て
い
る
が
、

可
能
な
限
り
前
倒
し
で
誘
致
で

き
る
よ
う
取
組
み
を
進
め
る
。

＜

公
園
の
実
態
と
あ
り
方＞

問
新
規
事
業
と
し
て
介
護
遊
具

を
公
園
に
設
置
す
る
と
あ
る
が
、

今
後
の
展
開
は
。

答
基
本
計
画
で
健
康
遊
具
の
設

置
を
24
年
度
ま
で
年
１
か
所
の

ペ
ー
ス
で
設
置
予
定
で
あ
る
。

問
公
園
ト
イ
レ
に
管
理
カ
ー
ド

を
つ
け
、
い
つ
誰
が
清
掃
し
た

か
わ
か
る
よ
う
に
し
て
は
。

答
利
用
者
の
多
い
ト
イ
レ
や

「
だ
れ
で
も
ト
イ
レ
」
に
、
清

掃
時
刻
等
を
示
す
方
法
を
検
討

す
る
。

問
公
園
の
ト
イ
レ
は
「
だ
れ
で

も
ト
イ
レ
」
に
し
て
い
く
べ
き

で
は
。

答
25
年
度
ま
で
に
、
18
か
所
の

ト
イ
レ
を
「
だ
れ
で
も
ト
イ

レ
」
に
改
修
す
る
。

問
犬
や
猫
の
侵
入
防
止
の
防
護

ネ
ッ
ト
に
使
用
方
法
を
記
し
た

看
板
な
ど
を
設
置
し
て
は
。

答
利
用
者
と
相
談
し
な
が
ら
、

必
要
箇
所
に
わ
か
り
や
す
い
た

て
看
板
を
設
置
す
る
。

問
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
中
心
に
遊

具
等
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
計
画

的
に
す
べ
き
。

答
基
本
計
画
に
「
魅
力
あ
る
公

園
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
」
を
盛
込
み
、

安
心
・
安
全
対
策
、
魅
力
ア
ッ

プ
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
を
コ
ン

セ
プ
ト
に
整
備
を
進
め
る
。

<

基
本
構
想
に
つ
い
て>

問
高
齢
者
就
労
支
援
に
つ
い
て

の
具
体
策
を
伺
う
。

答
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設

を
計
画
し
て
お
り
、
具
体
的
な

機
能
は
調
査
・
検
討
中
で
あ
る
。

問
厳
し
い
状
況
下
の
50
代
以
上

の
再
就
職
や
優
れ
た
技
能
者
確

保
維
持
の
具
体
的
な
対
応
は
。

答
都
し
ご
と
セ
ン
タ
ー
等
と
連

携
し
情
報
提
供
を
行
う
。
高
度

技
能
者
の
活
用
策
は
検
討
す
る
。

<

ま
ち
づ
く
り
の
将
来>

問
蒲
蒲
線
導
入
の
積
極
的
な
推

進
の
意
思
表
示
を
示
し
て
は
。

答
19
、
20
年
度
に
国
、
都
、
私

鉄
と
協
力
し
検
討
を
行
い
最
終

調
整
中
。
検
討
結
果
を
踏
ま
え

早
期
実
現
に
向
け
取
組
む
。

問
大
森
駅
東
口
は
、
ど
の
よ
う

に
発
展
的
な
ま
ち
と
す
る
の
か
。

答
地
域
の
活
性
化
、
に
ぎ
わ
い

の
創
出
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
、

大
森
北
一
丁
目
開
発
を
進
め
て

い
る
。

問
蒲
田
を
ど
の
よ
う
な
ま
ち
と

し
、
い
つ
頃
ま
で
に
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
具
体
化
す
る
の
か
。

答
空
港
と
隣
接
し
、
交
通
結
節

機
能
を
持
っ
た
に
ぎ
わ
い
の
ま

ち
と
し
た
い
。
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
は
21
年
度
中
に
ま
と
め
る
。

問
蒲
田
は
看
板
が
目
立
つ
等
駅

前
の
景
観
は
心
地
良
い
と
は
言

い
難
い
。
景
観
条
例
策
定
の
考

え
を
問
題
点
と
併
せ
て
伺
う
。

答
条
例
策
定
を
視
野
に
入
れ
調

査
・
研
究
し
て
い
る
。
計
画
に

個
別
建
築
物
の
規
定
を
盛
込
む

こ
と
は
、
私
権
の
制
限
を
伴
う

た
め
、
地
域
住
民
や
関
係
者
等

の
合
意
形
成
が
重
要
で
あ
る
。

問
外
国
人
が
多
数
訪
問
し
、
住

み
、
働
く
国
際
的
な
ま
ち
づ
く

り
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
。

答
地
域
の
一
員
と
し
て
異
な
る

文
化
の
共
有
と
共
に
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
国
際
都
市
に
ふ
さ

わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

<

緊
急
経
済
対
策
に
つ
い
て>

問
終
了
し
た
緊
急
経
営
強
化
資

金
と
同
様
の
融
資
を
希
望
す
る

事
業
者
等
へ
の
融
資
に
関
す
る

今
後
の
予
定
は
。

答
４
月
１
日
か
ら
区
の
融
資
全

体
で
最
大
0.4
％
の
利
率
を
引
下

げ
た
。
緊
急
経
営
強
化
資
金
と

同
様
の
対
象
者
は
最
長
７
年
間

で
利
子
負
担
０
％
と
な
る
。

問
区
と
金
融
機
関
等
と
の
連
携

で
利
用
し
や
す
い
融
資
制
度
を
。

答
金
融
機
関
等
と
の
連
携
を
今

後
と
も
強
化
す
る
。

問
区
内
の
も
の
づ
く
り
の
未
来

を
ど
う
把
握
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
基
本
計
画
で
高
付
加
価
値
を

生
み
出
す
産
業
の
集
積
地
と
し

て
の
発
展
を
う
た
っ
て
い
る
。

問
独
自
の
産
業
の
イ
メ
ー
ジ
と

は
何
か
。

答
機
械
・
金
属
加
工
中
心
の
技

術
・
技
能
の
集
積
を
活
か
し
、

環
境
、
医
療
福
祉
等
へ
対
応
可

能
な
も
の
づ
く
り
産
業
で
あ
る
。

<

区
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上>

問
本
庁
舎
の
窓
口
再
配
置
で
は
、

事
務
処
理
の
改
善
と
混
雑
の
緩

和
が
あ
っ
た
。
区
長
の
感
想
は
。

答
現
場
の
担
当
者
か
ら
苦
情
が

減
っ
た
と
い
う
報
告
を
受
け
、

大
変
嬉
し
い
。
一
層
の
利
便

性
・
快
適
性
の
確
保
に
努
め
る
。

問
部
局
の
再
編
を
行
っ
た
が
、

そ
の
ね
ら
い
は
。

答
基
本
構
想
の
着
実
な
実
現
で

あ
る
。
ま
た
複
雑
化
し
た
本
庁

と
地
域
行
政
組
織
を
明
確
な
指

揮
命
令
系
統
に
再
編
し
、
組
織

名
称
も
分
か
り
や
す
く
し
た
。

問
区
民
の
新
た
な
区
政
参
画
制

度
の
導
入
と
は
。

ス
ト
数
増
と
な
っ
て
い
る
。

問
適
正
化
計
画
以
来
固
定
経
費

を
抑
え
て
き
た
が
、
職
員
数
と

＜

組
織
改
正
と
人
事＞

問
基
本
計
画
実
行
の
た
め
の
組

織
改
正
、
新
人
事
の
成
果
は
。

答
生
活
保
護
申
請
急
増
に
対
し
、

生
活
福
祉
担
当
部
長
を
置
き
、

迅
速
、
的
確
に
対
応
す
る
。
ま

た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
対

し
、
保
健
予
防
担
当
課
長
を
設

置
し
専
門
的
視
点
で
対
応
す
る
。

問
20
年
度
に
比
べ
て
、
管
理

職
数
が
増
え
て
い
る
。
計
画
実

行
の
た
め
に
不
足
な
の
か
。

答
事
業
の
確
実
な
実
施
を
担
保

す
る
必
要
性
か
ら
、
管
理
職
ポ

答
広
聴
機
能
を
拡
充
し
、
区
政

サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
、
区
民
提
案

制
度
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
。

問
さ
ら
に
区
民
や
議
会
の
意
見

を
取
り
入
れ
る
体
制
を
。

答
区
民
意
見
公
募
手
続
実
施
要

綱
で
区
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
、

20
年
度
は
、
９
件
の
計
画
に
６

８
０
件
の
意
見
が
あ
っ
た
。

問
基
本
目
標
に
あ
る
「
生
涯
を

健
や
か
に
安
心
し
て
い
き
い
き

と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
へ
の
意
気

込
み
を
伺
う
。

答
子
ど
も
、
暮
ら
し
、
高
齢
者

の
各
分
野
の
施
策
を
着
実
に
進

め
、
目
標
の
実
現
に
つ
な
げ
る
。
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特別養護老人ホームたまがわ

荏原病院

平和の森公園

区内の商店街

雪谷特別出張所

区政情報コーナー・図書館で
                   会議録を閲覧できます
　大田区役所本庁舎２階の区政情報コーナーで、会議
録をご覧いただくことができます。対
象となる会議は、本会議・常任委員会・
特別委員会・議会運営委員会です。
　または、区立図書館で、本会議の会
議録をご覧いただくことができます。

く
ら
し
・
営
業
支
援
で
家
計
・
中
小
企
業
を
元
気
に

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団　

大
竹　

辰
治

不
況
下
の
子
育
て
世
帯
と
高
齢
者
の
住
居
確
保
を

大
田
区
議
会
民
主
党　

都
野　

圭
子

経
費
の
関
係
に
つ
い
て
伺
う
。

答
行
政
経
営
改
革
に
よ
り
多
大

な
経
費
が
節
減
さ
れ
た
が
、
区

民
ニ
ー
ズ
に
基
づ
く
的
確
な
サ

ー
ビ
ス
提
供
が
重
要
と
考
え
る
。

問
新
組
織
で
は
兼
務
職
が
多
い
。

違
う
部
の
職
員
が
２
人
の
部
長

の
下
で
仕
事
が
で
き
る
の
か
。

答
実
績
、
能
力
、
課
題
解
決
に

適
任
か
等
、
総
合
的
に
判
断
し

配
置
し
て
い
る
。
今
後
も
適
材

適
所
の
考
え
で
能
力
活
用
す
る
。

＜

財
政
の
現
況
と
見
通
し＞

問
財
政
の
見
直
し
を
含
め
、
今

後
の
準
備
を
す
べ
き
で
は
。

答
基
本
計
画
で
、
歳
入
は
将
来

の
景
気
変
動
等
を
念
頭
に
置
き
、

歳
出
は
増
が
予
想
さ
れ
る
行
政

需
要
事
業
費
を
見
込
ん
で
い
る
。

＜

こ
れ
か
ら
の
介
護
施
策＞

問
家
族
介
護
者
に
、
仕
事
を
辞

め
て
も
介
護
を
続
け
ら
れ
る
金

銭
的
支
援
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

答
要
介
護
度
４
と
５
の
認
定
者

を
介
護
し
て
い
る
家
族
に
対
し
、

年
16
時
間
の
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
を

実
施
す
る
。
制
度
の
円
滑
運
営

を
通
じ
、
負
担
軽
減
を
図
る
。

問
介
護
保
険
専
門
部
会
が
区
長

に
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
多
岐
に
渡

り
提
言
し
て
い
る
が
実
現
性
は
。

答
緊
急
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
拡
充
、

高
齢
者
ほ
っ
と
テ
レ
フ
ォ
ン
、

家
族
介
護
者
支
援
、
施
設
人
材

確
保
育
成
支
援
を
実
施
す
る
。

今
後
は
緊
急
時
や
見
守
り
の
体

制
、
施
設
整
備
に
取
組
む
。

＜

待
機
児
解
消
に
向
け
て＞

問
「
保
育
に
欠
け
る
」
と
い
う

保
育
園
の
入
園
要
件
を
変
更
で

き
な
い
の
か
。
国
や
都
に
言
い

続
け
る
こ
と
が
大
切
で
は
。

答
選
考
基
準
は
数
年
ご
と
に
見

直
し
て
い
る
。
国
や
都
と
連
携

し
て
安
心
し
て
生
み
育
て
ら
れ

る
地
域
社
会
づ
く
り
に
努
め
る
。

＜

産
業
・
ま
ち
づ
く
り
支
援＞

問
歳
入
減
が
予
想
さ
れ
る
中
、

今
後
の
財
政
運
営
と
合
わ
せ
て

産
業
経
済
費
や
ま
ち
づ
く
り
予

算
の
考
え
を
伺
う
。

答
羽
田
空
港
国
際
化
を
契
機
に

ま
ち
づ
く
り
施
策
を
充
実
さ
せ

る
。
既
存
事
業
見
直
し
、
経
常

経
費
節
減
で
、
重
点
施
策
に
充

て
る
予
算
編
成
が
重
要
で
あ
る
。

問
区
の
小
売
業
を
守
る
に
は
、

商
店
街
整
備
だ
け
で
は
効
果
は

出
て
こ
な
い
。
即
効
性
の
あ
る

施
策
を
求
め
る
が
。

答
繁
盛
店
創
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
を
実
施
し
個
店
支
援
す
る
。

＜

蒲
田
・
大
森
・
羽
田
開
発＞

問
Ｊ
Ｒ
蒲
田
駅
周
辺
の
開
発
計

画
で
あ
る
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン

は
形
に
な
っ
て
き
た
の
か
。

答
秋
頃
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
を
実
施
し
、
21
年
度
末
に
は

素
案
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

問
新
空
港
線
「
蒲
蒲
線
」
に
対

し
区
の
積
極
的
姿
勢
が
感
じ
ら

れ
ず
担
当
部
署
が
不
明
確
。
新

空
港
線
を
本
気
で
推
進
す
べ
き
。

答
新
空
港
線
連
携
強
化
の
た
め
、

交
通
企
画
担
当
課
を
設
置
し
、

新
空
港
線
早
期
実
現
に
取
組
む
。

問
大
森
の
開
発
計
画
と
今
後
の

進
め
方
を
伺
う
。

答
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
素
案
策

定
に
取
組
ん
で
い
る
。
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
や
地
域
の
意
見
も

反
映
さ
せ
具
体
的
に
計
画
す
る
。

問
羽
田
空
港
か
ら
大
森
駅
ま
で
、

大
田
市
場
、
ス
タ
ジ
ア
ム
等
の

観
光
地
を
通
っ
て
結
ぶ
交
通
手

段
に
本
気
で
取
組
ん
で
は
。

答
観
光
と
連
携
し
た
交
通
網
の

充
実
は
重
要
。
空
港
臨
海
部
基

本
構
想
を
踏
ま
え
研
究
す
る
。

＜
核
兵
器
廃
絶
へ
区
発
信
を＞

問
国
際
平
和
交
流
都
市
大
田
を

目
指
し
、
区
か
ら
も
「
核
兵
器

廃
絶
を
め
ざ
す
国
際
交
渉
を
開

始
せ
よ
」
と
の
声
を
広
げ
よ
。

答
１
９
８
４
年
平
和
都
市
宣
言

「
核
兵
器
の
な
い
平
和
都
市
で

あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
」
の
方

針
に
沿
っ
て
今
後
も
対
応
す
る
。

＜

く
ら
し
・
営
業
守
る
区
政＞

問
党
区
議
団
が
緊
急
要
望
し
た

①
５
月
連
休
対
応
対
策
②
中
小

企
業
訪
問
調
査
・
対
策
③
定
額

給
付
金
対
策
④
雇
用
確
保
⑤
保

育
園
待
機
児
解
消
の
具
体
的
支

援
策
が
、
補
正
予
算
と
し
て
提

出
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
。

答
担
当
部
局
で
検
討
し
た
結
果

今
補
正
予
算
で
は
対
応
し
な
い
。

今
後
、
経
済
状
況
や
国
・
都
の

動
向
を
見
て
適
切
に
対
応
す
る
。

問
中
小
企
業
存
続
の
た
め
、
生

活
保
護
等
の
社
会
施
策
で
は
な

く
、
産
業
施
策
で
行
う
べ
き
で

あ
り
、
経
済
産
業
大
臣
が
、
大

田
の
名
前
を
挙
げ
て
動
き
つ
つ

あ
る
。
区
か
ら
も
休
業
補
償
、

家
賃
補
助
や
生
活
支
援
な
ど
積

極
的
な
救
済
策
を
国
・
都
に
対

し
て
強
く
求
め
る
べ
き
。
ま
た
、

区
独
自
支
援
策
も
行
う
べ
き
。

答
区
は
、
従
前
よ
り
経
済
産
業

省
、
厚
生
労
働
省
、
都
と
密
接

な
連
携
で
中
小
企
業
を
支
援
し

て
い
る
。
ま
た
、
融
資
の
金
利

引
下
げ
等
支
援
策
の
強
化
に
よ

り
対
応
し
て
い
る
。

問
都
に
対
し
て
75
歳
以
上
高
齢

者
の
医
療
費
無
料
化
を
求
め
、

区
独
自
支
援
策
も
行
う
べ
き
。

答
医
療
制
度
を
持
続
可
能
に
す

る
た
め
、
所
得
に
応
じ
た
医
療

費
負
担
は
必
要
で
あ
る
。
区
独

自
支
援
策
の
考
え
は
な
い
。

問
民
間
委
託
や
指
定
管
理
者
制

度
導
入
に
よ
る
職
員
削
減
は
や

め
、
福
祉
、
保
育
な
ど
区
が
責

任
を
持
っ
て
進
め
る
べ
き
で
は
。

答
今
後
も
民
間
や
公
益
法
人
の

持
つ
力
を
十
分
に
活
用
し
、
区

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
る
。

問
区
立
保
育
園
の
民
間
委
託
は
、

親
や
子
ど
も
た
ち
と
避
け
が
た

い
矛
盾
を
つ
く
り
だ
す
。
区
が

責
任
を
持
っ
て
進
め
る
べ
き
。

答
民
営
化
園
で
は
、
区
立
で
は

実
施
し
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
も

提
供
し
て
い
る
。
今
後
も
多
様

な
運
営
主
体
に
よ
る
機
動
的
、

柔
軟
な
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
目
指
し
、
民
営
化
計
画
は
予

定
通
り
進
め
る
。

問
不
要
不
急
の
大
規
模
開
発
は

中
止
し
、
区
民
が
緊
急
に
求
め

る
保
育
園
待
機
児
・
特
養
ホ
ー

ム
待
機
者
解
消
、
中
小
業
者
支

援
等
、
区
民
の
暮
ら
し
、
福
祉
、

営
業
、
雇
用
こ
そ
支
援
す
べ
き
。

答
緊
急
経
済
対
策
等
タ
イ
ム

リ
ー
な
事
業
を
講
じ
て
い
る
。

魅
力
あ
る
区
の
未
来
の
た
め
、

短
期
、
中
長
期
的
な
視
点
を
織

り
交
ぜ
た
行
政
運
営
が
不
可
欠
。

＜

区
民
施
設
整
備
を
優
先
に＞

問
公
共
建
築
物
整
備
を
優
先
的

に
進
め
る
た
め
、
公
共
建
築
物

と
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
は
、

そ
れ
ぞ
れ
基
金
を
設
け
、
計
画

を
分
け
て
推
進
す
べ
き
。

答
整
備
計
画
を
一
体
と
し
た
弾

力
的
な
運
用
こ
そ
、
効
率
・
効

果
的
な
財
政
運
営
に
つ
な
が
る
。

＜

荏
原
病
院
の
役
割
発
揮
を＞

問
荏
原
病
院
が
公
社
化
さ
れ
て

も
、
都
感
染
症
指
定
医
療
機
関

の
機
能
が
十
分
果
た
せ
る
よ
う

医
師
・
看
護
師
の
増
員
を
都
へ

早
急
に
申
し
入
れ
る
べ
き
。

答
機
能
を
十
分
に
果
た
し
て
い

る
と
認
識
し
て
い
る
。

て
の
経
過
と
今
後
の
考
え
を
伺

う
。

答
制
度
開
始
前
の
11
年
度
末
は
、

６
施
設
、
定
員
５
６
０
人
だ
っ

た
が
、
現
在
は
11
施
設
、
１
、

３
２
０
名
で
あ
る
。
今
後
も
介

護
施
設
拡
充
の
た
め
、
民
間
事

業
者
に
よ
る
整
備
を
支
援
す
る
。

問
基
本
計
画
の
介
護
保
険
施
設

整
備
を
前
倒
し
で
進
め
る
べ
き
。

答
21
年
度
に
市
場
調
査
を
実
施

し
て
、
事
業
者
の
積
極
的
参
入

が
可
能
な
施
設
整
備
費
補
助
等

の
支
援
を
行
う
。
で
き
る
だ
け

早
期
の
整
備
を
め
ざ
す
。

＜

子
育
て
支
援
に
つ
い
て＞

問
多
面
的
な
支
援
の
一
つ
と
し

て
、
子
育
て
世
帯
家
賃
助
成
を

前
向
き
に
検
討
し
て
は
。

答
住
宅
対
策
と
し
て
、
区
営
・

区
民
住
宅
等
の
整
備
に
努
め
て

い
る
。
転
居
家
賃
助
成
は
、
所

得
補
助
の
側
面
を
も
っ
て
お
り

議
論
が
必
要
で
あ
る
。
実
施
し

て
い
る
他
区
の
状
況
や
そ
の
効

果
も
踏
ま
え
調
査
研
究
す
る
。

＜

地
域
力
に
つ
い
て＞

問
特
別
出
張
所
改
築
に
あ
た
り
、

多
種
多
様
な
グ
ル
ー
プ
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
は
。

答
大
人
数
が
一
堂
に
会
す
る
ス

ペ
ー
ス
確
保
、
区
分
可
能
な
会

議
室
を
設
置
し
、
地
域
の
協
働

で
い
る
と
聞
く
が
。

答
退
院
等
で
急
き
ょ
施
設
を
探

し
て
入
所
に
至
っ
た
経
緯
が
あ

る
。
未
届
施
設
入
所
は
、
各
生

活
福
祉
課
で
調
査
を
行
い
、
適

否
を
判
断
し
て
い
る
。
ま
た
入

所
時
に
は
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が

同
行
し
施
設
を
確
認
し
て
い
る
。

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
足

り
な
い
。
待
機
者
が
１
、
３
０

０
名
以
上
い
る
。
整
備
に
つ
い

＜

定
額
給
付
金
に
つ
い
て＞

問
給
付
金
事
務
の
委
託
業
者
に

お
け
る
個
人
情
報
管
理
を
伺
う
。

答
個
人
情
報
保
護
条
例
に
基
づ

き
委
託
契
約
を
締
結
し
て
い
る
。

細
心
の
注
意
を
払
い
、
業
務
終

了
後
、
情
報
は
全
消
去
す
る
等
、

区
が
責
任
を
持
っ
て
管
理
す
る
。

＜

高
齢
者
支
援
に
つ
い
て＞

問
都
外
高
齢
者
未
届
施
設
へ
区

生
活
保
護
受
給
者
が
移
り
住
ん

や
連
携
づ
く
り
に
活
用
す
る
。

ま
た
、
住
民
説
明
会
等
の
意
見

や
近
隣
施
設
の
状
況
等
を
踏
ま

え
て
、
設
計
に
盛
込
む
。

問
区
内
の
施
設
確
保
が
困
難
で

新
し
い
活
動
が
で
き
な
い
と
い

う
声
を
多
く
聞
く
。
一
方
で
年

間
稼
働
率
10
％
以
下
の
出
張
所

会
議
室
も
あ
る
。
設
備
を
充
実

さ
せ
弾
力
的
に
運
用
し
て
は
。

答
施
設
本
来
の
目
的
を
損
な
わ

な
い
範
囲
で
施
設
機
能
の
充
実

を
図
り
、
区
民
が
利
用
し
や
す

い
施
設
と
な
る
よ
う
努
め
る
。

多
様
な
区
民
活
動
団
体
に
対
し

て
地
域
活
動
場
所
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
運
用
の
あ
り
方
等
を

含
め
ル
ー
ル
を
検
討
す
る
。

　おおた区議会
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　ホームページで議会の新着情報や
議員名簿、会議日程などをお知らせ
しています。
　ぜひご活用
ください。

主な掲載内容
・議員紹介
・会議日程
・本会議の結果
・特別委員会の報告書
・会議録の検索
・決議・意見書
・請願・陳情の結果
・区議会だより
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（４）平成21年 7月 19日　おおた区議会だより

一　

般　

質　

問

大
田
区
議
会
公
明
党岡元　

由
美

大
田
区
議
会
公
明
党松本　

洋
之

大
田
区
議
会
自
民
党

海
老
澤　

信
吉

大
田
区
議
会
自
民
党松原　

秀
典

大
田
区
議
会
民
主
党黒

川　

仁

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

菅
谷　

郁
恵

ご
覧
く
だ
さ
い
本
会
議
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

　

本
会
議
の
録
画
映
像
を
区
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
議
を
録
画
し
た
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
の
視
聴
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＜

Ｈ
ｉ
ｂ
ワ
ク
チ
ン＞

問
ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
に
つ
い

て
、
所
見
を
伺
う
。
積
極
的
な

接
種
推
奨
の
考
え
は
あ
る
か
。

答
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
菌
ｂ
型
や

重
症
の
感
染
症
の
予
防
効
果
が

期
待
で
き
る
。

問
定
期
健
診
に
な
る
ま
で
、
Ｈ

ｉ
ｂ
髄
膜
炎
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
を
保
護
者
に
周
知
す
る
べ
き
。

答
現
在
任
意
の
予
防
接
種
で
あ

り
区
報
等
で
は
周
知
し
て
い
な

い
が
、
今
後
乳
幼
児
健
診
等
の

場
で
何
ら
か
の
周
知
に
努
め
る
。

問
予
防
接
種
は
、
区
の
医
療
費

の
削
減
に
つ
な
が
る
。
一
日
も

早
く
助
成
制
度
を
創
設
す
べ
き
。

答
現
段
階
で
供
給
量
が
限
ら
れ

て
お
り
、
希
望
者
の
接
種
も
難

し
い
。
状
況
の
推
移
を
見
て
検

討
す
る
。

＜

高
齢
者
ほ
っ
と
テ
レ
フ
ォ
ン＞

問
４
月
１
日
ス
タ
ー
ト
か
ら
ど

の
位
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
た
か
。

答
健
康
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用

等
の
相
談
が
あ
り
、
件
数
は
、

４
月
44
件
、
５
月
32
件
で
あ
る
。

問
区
代
表
の
留
守
番
電
話
に
、

ほ
っ
と
テ
レ
フ
ォ
ン
の
番
号
を

案
内
し
て
は
。

答
区
民
周
知
に
大
変
有
効
と
考

え
、
検
討
の
う
え
実
施
す
る
。

問
電
話
相
談
は
夜
間
・
休
日
に

限
ら
ず
、
一
本
化
し
て
は
。

答
今
後
、
利
用
状
況
や
相
談
内

容
等
を
踏
ま
え
、
こ
の
事
業
を

十
分
検
証
す
る
。

問
聴
覚
障
が
い
者
の
た
め
に
も
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
相
談
を
導
入
し
て
は
。

答
相
互
通
信
に
時
間
を
要
す
る

こ
と
や
相
談
受
付
側
の
人
的
配

置
等
の
課
題
が
あ
る
。
今
後
の

事
業
展
開
の
中
で
検
討
す
る
。

＜

保
育
に
つ
い
て＞

問
保
育
マ
マ
に
よ
る
保
育
を
３

歳
未
満
に
拡
充
す
る
こ
と
で
、

２
歳
児
の
待
機
児
解
消
に
つ
な

が
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
外
遊
び
が
必
要
な
幼
児
と
日

中
の
授
乳
と
睡
眠
が
必
要
な
乳

児
が
混
在
す
る
。
今
後
、
課
題

解
決
方
法
を
検
討
す
る
中
で
年

齢
拡
充
の
可
否
を
判
断
す
る
。

問
認
証
保
育
所
の
保
護
者
負
担

軽
減
の
た
め
、
収
入
に
応
じ
た

更
な
る
補
助
金
を
要
望
す
る
が
。

答
認
可
保
育
園
の
保
育
料
と
の

兼
ね
合
い
も
含
め
、
今
後
様
々

な
角
度
か
ら
検
討
す
る
。

問
認
可
保
育
園
の
入
所
予
約
を

提
案
す
る
が
い
か
が
か
。

答
入
所
希
望
者
が
多
い
こ
と
か

ら
、
育
児
休
業
復
帰
予
定
の
保

育
園
入
園
枠
を
設
け
る
こ
と
は

大
変
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

<

空
港
拡
充
へ
の
自
主
課
税
権>

問
区
が
空
港
所
在
地
と
し
て
現

に
負
担
し
て
い
る
額
と
、
今
後

の
負
担
規
模
は
。

答
民
家
防
音
工
事
等
の
事
業
費

が
、
20
年
度
総
額
約
１
億
２
千

万
円
。
う
ち
区
の
負
担
は
約
３

千
万
円
。
今
後
の
負
担
規
模
の

具
体
的
な
把
握
は
し
て
い
な
い
。

問
区
が
空
港
所
在
地
で
あ
る
こ

と
で
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
て
い

る
財
源
の
種
類
と
金
額
は
。

答
財
源
の
種
類
は
、
航
空
機
燃

料
譲
与
税
で
、
交
付
金
額
は
20

年
度
７
億
５
、
３
６
５
万
２
千

円
、
19
年
度
は
、
８
億
４
、
５

４
６
万
２
千
円
で
あ
る
。

問
22
年
秋
の
発
着
枠
拡
大
の

中
、
航
空
機
燃
料
譲
与
税
の
推

移
の
分
析
・
検
討
に
つ
い
て
区

の
所
見
は
。

答
財
源
と
な
る
航
空
機
燃
料
税

は
、
積
載
さ
れ
る
燃
料
の
多
寡

で
増
減
す
る
た
め
、
発
着
枠
拡

大
後
は
増
収
が
見
込
ま
れ
る
。

問
航
空
機
の
排
出
ガ
ス
や
交
通

量
の
増
大
な
ど
区
に
与
え
る
環

境
負
荷
は
大
き
い
。
法
定
外
税

を
真
剣
に
検
討
す
べ
き
。

答
区
と
し
て
も
、
自
主
課
税
権

活
用
に
よ
る
新
税
創
設
が
望
ま

し
い
。
現
時
点
で
は
、
課
税
目

的
や
課
税
標
準
、
税
を
手
段
と

す
る
こ
と
の
是
非
な
ど
課
題
が

多
く
、
税
本
来
の
意
義
と
照
ら

し
財
源
確
保
を
検
討
す
る
。

<

区
の
観
光
振
興
プ
ラ
ン>

問
プ
ラ
ン
を
着
実
に
実
施
す
る

区
の
決
意
を
伺
う
。

答
「
住
ん
で
よ
し
、
訪
れ
て
よ

し
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
を
め

ざ
し
て
区
の
魅
力
を
地
域
の
方

と
と
も
に
世
界
に
発
信
し
、
活

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

問
国
内
の
来
訪
者
だ
け
で
な
く
、

国
際
的
な
観
光
都
市
と
し
て
の

取
組
み
が
、
本
プ
ラ
ン
で
ど
う

仕
込
ま
れ
て
い
る
の
か
。

答
ハ
ー
ド
の
整
備
と
し
て
、
区

の
関
連
部
門
と
連
携
し
た
サ
イ

ン
計
画
や
回
遊
性
の
向
上
を
図

る
。
ソ
フ
ト
の
充
実
と
し
て
は
、

21
年
度
か
ら
日
本
政
府
観
光
局

に
登
録
し
、
海
外
へ
の
区
の
Ｐ

Ｒ
な
ど
を
強
化
す
る
。

問
情
報
発
信
の
具
体
的
手
段
と

し
て
、
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
重
点
計
画
に
加
え
て
ほ
し

い
。
こ
れ
ま
で
区
関
連
施
設
で

の
撮
影
実
績
は
あ
る
の
か
。

答
各
部
局
に
直
接
依
頼
が
あ
り
、

総
合
的
な
把
握
は
し
て
い
な
い

が
、
蒲
田
の
ま
ち
を
は
じ
め
、

区
内
商
店
街
な
ど
数
多
く
の
場

所
が
撮
影
地
と
な
っ
て
い
る
。

＜

子
育
て
施
策
の
充
実
を＞

問
保
育
園
を
希
望
す
る
子
ど
も

の
数
だ
け
定
員
が
必
要
。
区
と

し
て
方
針
を
持
つ
べ
き
。

答
基
本
計
画
の
目
標
に
向
け
て

待
機
児
対
策
等
に
努
め
、
国
や

都
と
の
的
確
な
役
割
分
担
で
、

充
実
を
図
る
。

問
待
機
児
解
消
は
緊
急
課
題
。

年
度
途
中
で
も
補
正
予
算
を
組

み
対
応
す
べ
き
。

答
待
機
児
解
消
対
策
本
部
で
速

や
か
な
対
応
を
図
る
。

問
区
立
幼
稚
園
や
特
別
出
張
所

等
の
公
共
施
設
の
活
用
、
都
営

住
宅
改
築
に
あ
わ
せ
た
保
育
園

増
設
等
の
対
策
を
。

答
待
機
児
解
消
対
策
本
部
の
検

討
に
加
え
る
予
定
で
あ
る
。

問
若
い
子
育
て
世
代
の
願
い
で

あ
る
保
育
料
の
引
下
げ
を
。

答
保
育
料
は
所
得
に
応
じ
た
負

担
で
あ
り
、
保
育
料
引
下
げ
の

考
え
は
な
い
。

問
区
と
し
て
「
公
的
保
育
制
度

を
守
る
」
と
い
う
姿
勢
が
必
要
。

答
区
は
児
童
福
祉
法
に
の
っ
と

り
保
育
を
実
施
。
公
的
責
任
の

明
確
化
、
民
間
の
力
を
活
用
し
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
。

問
荏
原
病
院
の
医
師
、
看
護
師

不
足
の
解
消
、
蒲
田
総
合
病
院

の
産
科
、
小
児
病
棟
再
開
の
た

め
、
周
産
期
医
療
検
討
委
員
会

等
の
機
能
を
充
実
さ
せ
、
支
援

す
べ
き
。

答
十
分
に
検
討
し
、
解
決
策
を

探
る
。

問
妊
婦
健
診
補
助
14
回
へ
の
拡

充
を
、
さ
ら
に
全
額
補
助
に
。

答
助
成
は
国
の
制
度
に
先
駆
け

て
実
施
し
て
い
る
。
共
通
単
価

超
の
場
合
、
自
己
負
担
に
な
る
。 ＜

防
災
・
危
機
管
理＞

問
防
災
備
蓄
物
品
に
運
営
委
員

や
参
集
職
員
分
も
検
討
す
べ
き
。

答
備
蓄
物
品
は
避
難
者
用
と
想

定
し
て
い
る
が
、
現
実
的
対
応

と
し
て
避
難
所
生
活
者
と
同
様

の
使
用
が
妥
当
と
考
え
る
。
備

蓄
場
所
の
確
保
も
含
め
明
確
な

仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
す
る
。

問
防
災
対
策
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
地

域
力
推
進
会
議
や
自
治
会
長
会

等
で
説
明
し
て
は
い
か
が
か
。

答
各
会
議
等
の
活
用
も
視
野
に

入
れ
、
地
域
の
防
災
力
向
上
の

た
め
に
区
民
周
知
を
図
る
。

問
誰
も
が
簡
単
に
組
立
て
ら
れ

る
仮
設
ト
イ
レ
が
あ
る
の
で
は
。

答
ト
イ
レ
ブ
ー
ス
を
利
用
し
た

簡
易
便
器
や
テ
ン
ト
式
ト
イ
レ
、

数
分
で
完
成
す
る
貯
留
式
兼
用

型
下
水
道
直
結
式
ト
イ
レ
を
配

備
し
て
い
る
。
今
後
と
も
、
簡

便
で
災
害
時
に
機
能
性
の
高
い

ト
イ
レ
を
拡
充
す
る
。

問
定
年
退
職
者
に
参
加
を
呼
び

か
け
て
、
初
動
体
制
を
充
実
さ

せ
て
は
い
か
が
か
。

答
都
が
、
退
職
職
員
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
協
力
関
係
を
構

築
し
て
い
る
と
聞
く
。
今
後
区

職
員
Ｏ
Ｂ
の
活
用
に
つ
い
て
も
、

都
の
事
例
を
参
考
に
検
討
す
る
。

＜

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ＞

問
今
後
も
迅
速
な
情
報
提
供
を

求
め
る
が
、
秋
以
降
の
対
策
に

つ
い
て
伺
う
。

答
警
察
、
消
防
、
医
療
の
各
関

係
機
関
と
の
連
絡
体
制
を
強
化

し
、
庁
内
業
務
が
混
乱
し
な
い

よ
う
準
備
す
る
。
ま
た
、
大
田

区
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

行
動
計
画
も
見
直
し
を
図
り
、

感
染
拡
大
の
防
止
に
努
め
る
。

旬
に
訪
問
調
査
を
実
施
し
た
。

＜

障
が
い
者
の
就
労
支
援＞

問
区
の
障
が
い
者
の
就
労
支
援

状
況
と
区
の
取
組
み
は
。

答
就
労
者
数
は
３
３
８
名
で
、

景
気
悪
化
の
影
響
が
生
じ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
区
就
労
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
核
と
し
て
就
労

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
、

就
労
促
進
を
強
化
す
る
。

＜

修
学
旅
行
の
中
止
・
延
期＞

問
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ

り
延
期
し
た
修
学
旅
行
の
キ
ャ

ン
セ
ル
料
の
扱
い
は
。
再
実
施

の
割
増
料
金
は
。

答
キ
ャ
ン
セ
ル
料
は
区
負
担
を

考
え
て
い
る
。
再
実
施
に
よ
る

新
た
な
負
担
は
、
学
校
と
取
扱

業
者
の
間
で
調
整
し
て
い
る
。

＜

地
域
力
応
援
基
金
助
成＞

問
助
成
実
施
を
判
断
す
る
委
員

の
中
に
一
部
の
地
区
代
表
者
が

い
る
が
公
正
な
判
断
は
可
能
か
。

答
区
全
体
の
視
点
で
団
体
と
関

係
す
る
委
員
は
審
査
か
ら
外
す
。

問
審
査
の
上
で
現
場
の
声
を
反

映
す
る
た
め
に
、
職
員
が
団
体

と
共
に
活
動
し
て
は
ど
う
か
。

答
地
域
に
出
向
く
ほ
か
、
採
択

事
業
の
見
学
を
計
画
し
て
い
る
。

問
必
要
経
費
は
可
能
な
限
り
認

め
る
べ
き
だ
が
、
経
費
削
減
や

自
立
を
す
る
気
が
お
き
る
か
。

答
助
成
金
の
情
報
提
供
な
ど
今

＜

多
文
化
共
生＞

問
新
し
く
来
日
し
た
外
国
人
に

対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
は
。

答
「
大
田
区
日
本
語
教
室
」
を

開
催
し
、
日
本
の
習
慣
や
地
域

ル
ー
ル
等
、
異
文
化
の
溝
を
埋

め
る
よ
う
取
組
ん
で
い
る
。

問
「(

仮
称)

多
文
化
共
生
推
進

プ
ラ
ン
」
は
ど
の
よ
う
な
も
の

で
、
ど
う
策
定
さ
れ
る
の
か
。

答
多
文
化
共
生
の
基
本
的
考
え

方
等
を
想
定
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
や
懇
談
会
を
行
う
。

＜

急
増
す
る
生
活
保
護
世
帯＞

問
区
の
生
活
保
護
の
動
向
と
今

後
の
対
策
を
伺
う
。

答
対
19
年
度
比
で
世
帯
数
は
7.8

％
増
、
保
護
人
員
は
6.7
％
増
で

あ
る
。
様
々
な
支
援
を
行
い
、

非
常
勤
職
員
の
設
置
を
予
定
し

て
い
る
。

問
群
馬
県
の
「
た
ま
ゆ
ら
」
の

火
災
を
受
け
、
区
及
び
都
外
未

届
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
実
態
と

区
の
取
組
み
を
問
う
。

答
21
年
３
月
末
時
点
で
区
内
１

２
７
人
、
区
外
７
人
入
所
し
て

い
る
。
４
月
下
旬
か
ら
５
月
上

ご利用ください

会議録検索システム
　区議会の会議録がインター
ネットを利用して検索、閲覧
できます。

大田区議会ホームページアドレス
http://www.city.ota.tokyo.jp/gikai/
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松原忠義区長

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

和
田　

正
子

大
田
区
議
会
民
主
党森　

　

愛

区
議
会
大
田
区
民
の
会

西
村　

健
志
郎

大
田
区
議
会
緑
の
党野呂　

恵
子

区
長
あ
い
さ
つ

（
抜
す
い
）

自
由
民
主
党
大
田
区
議
団

伊
藤　

和
弘

後
と
も
自
立
の
応
援
に
努
め
る
。

＜
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
支
援＞

問
Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
対
し
て
臨
時

生
活
給
付
金
を
渡
す
こ
と
は
当

然
だ
が
、
数
の
把
握
と
ソ
フ
ト
、

ハ
ー
ド
両
面
か
ら
の
き
め
細
や

か
な
施
策
充
実
を
求
め
る
が
。

答
婦
人
相
談
員
と
の
日
常
相
談

や
緊
急
一
時
保
護
事
業
等
で
対

応
す
る
ほ
か
啓
発
に
も
努
め
る
。

＜

定
額
給
付
金＞

問
認
知
症
な
ど
申
請
手
続
き
が

困
難
な
方
へ
の
対
応
を
伺
う
。

答
民
生
・
児
童
委
員
や
さ
わ
や

か
サ
ポ
ー
ト
な
ど
地
域
の
協
力

や
代
理
申
請
も
可
能
に
す
る
。

問
民
間
ま
か
せ
で
は
な
く
区
の

責
任
で
特
養
ホ
ー
ム
や
認
知
症

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
の
整
備
を

進
め
よ
。

答
市
場
調
査
実
施
で
民
間
業
者

が
参
入
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
。
前
倒
し
も
考
え
て
い
る
。

問
小
規
模
特
養
ホ
ー
ム
や
高
齢

者
複
合
施
設
も
建
設
す
べ
き
。

答
基
本
計
画
に
特
養
ホ
ー
ム
１

６
０
床
以
上
を
掲
げ
て
あ
る
。

問
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
ベ
ッ
ド

等
を
借
上
げ
、
高
齢
者
緊
急
シ

ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
実
施
す
べ
き
。

答
区
内
特
養
の
２
床
の
ほ
か
、

21
年
度
か
ら
老
人
保
健
施
設
の

２
床
で
行
っ
て
い
る
。

＜

人
材
育
成
に
こ
そ＞

問
安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育

て
、
働
き
、
住
み
続
け
た
い
と

願
う
区
民
の
た
め
に
、
看
護
師
、

保
育
士
等
の
職
員
削
減
を
止
め

後
継
者
育
成
を
。

答
行
財
政
運
営
も
区
民
へ
の
責

務
。
民
間
活
力
の
活
用
な
ど
効

率
的
な
執
行
体
制
に
努
め
る
。

＜

環
境
都
市
を
目
指
し
て＞

問
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に

関
す
る
法
律
が
改
正
と
な
り
区

の
役
割
が
強
化
さ
れ
、
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
等
、
国
の
事

業
と
予
算
の
積
極
活
用
を
望
む
。

風
力
発
電
を
区
の
も
の
づ
く
り

＜

安
心
の
介
護
保
険
へ＞

問
要
介
護
認
定
新
方
式
は
利
用

者
の
生
活
実
態
が
反
映
さ
れ
な

い
。
反
映
す
る
認
定
審
査
会
に
。

答
申
請
時
に
具
体
的
な
困
難
状

況
を
調
査
員
や
主
治
医
に
伝
え

る
よ
う
周
知
徹
底
し
て
い
る
。

問
不
足
分
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

区
が
独
自
に
提
供
す
べ
き
。

答
10
月
か
ら
、
要
介
護
度
４
と

５
の
高
齢
者
の
介
護
世
帯
に
家

族
支
援
の
た
め
年
16
時
間
の
ヘ

ル
パ
ー
派
遣
を
実
施
予
定
。

問
実
態
と
合
わ
な
い
介
護
判
定

の
改
善
を
国
に
求
め
よ
。

答
国
で
新
方
式
を
検
証
し
て
お

り
、
区
は
推
移
を
見
守
る
。

産
業
と
連
携
し
推
進
し
て
は
。

答
装
置
の
小
型
化
等
、
区
内
産

業
と
連
携
し
研
究
す
る
。

問
小
水
力
発
電
の
取
組
み
を
東

工
大
と
と
も
に
進
め
て
は
。

答
設
置
場
所
等
、
区
内
産
官
学

と
の
連
携
も
含
め
研
究
す
る
。

問
区
の
公
用
車
等
エ
コ
カ
ー
導

入
状
況
と
今
後
の
考
え
を
伺
う
。

答
21
年
度
５
台
導
入
。
エ
コ
オ

フ
ィ
ス
推
進
プ
ラ
ン
第
三
次
計

画
で
全
庁
的
に
検
討
す
る
。

＜

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ＞

問
具
体
的
な
症
例
定
義
と
は
。

答
７
日
以
内
に
感
染
者
と
濃
厚

接
触
歴
を
有
す
る
か
、
ま
ん
延

国
に
滞
在
し
高
熱
を
発
す
る
等
。

問
秋
以
降
予
測
さ
れ
る
第
２
波

に
向
け
、
今
後
の
区
の
対
応
は
。

答
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

行
動
計
画
を
見
直
し
、
医
療
機

関
と
協
議
し
体
制
を
整
備
す
る
。

＜

多
摩
川
の
緑
地
の
駐
車
場＞

問
有
料
化
か
ら
２
ヶ
月
間
の
利

用
者
数
は
ど
の
程
度
か
。

答
１
日
平
均
で
、
４
月
の
平
日

が
延
べ
7.2
台
、
土
日
祝
日
が
延

べ
３
０
１
・
２
台
、
５
月
の
平

日
が
延
べ
7.8
台
、
土
日
祝
日
が

延
べ
１
５
０
・
８
台
で
あ
る
。

問
平
日
の
管
理
人
件
費
を
伺
う
。

答
業
者
委
託
を
し
て
お
り
、
年

間
約
２
、
３
０
０
万
円
。
う
ち

平
日
分
は
お
よ
そ
１
、
３
０
０

万
円
、
１
日
当
た
り
の
換
算
で

約
５
万
２
千
円
と
な
る
。

問
人
件
費
の
か
か
ら
な
い
機
械

式
バ
ー
を
設
置
し
て
は
。

答
国
土
交
通
省
の
許
可
を
得
る

の
が
難
し
い
が
、
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
に
検
討
し

粘
り
強
く
交
渉
す
る
。

問
グ
ラ
ウ
ン
ド
使
用
料
に
加
え
、

さ
ら
に
利
用
者
負
担
を
増
や
す

と
は
ど
う
い
う
考
え
な
の
か
。

答
駐
車
場
の
維
持
管
理
費
及
び

安
全
対
策
誘
導
員
や
使
用
料
徴

収
な
ど
の
人
件
費
が
か
か
る
た

め
で
あ
る
。

問
草
野
球
を
楽
し
む
区
民
に

と
っ
て
駐
車
場
代
の
負
担
は
重

い
。
民
間
出
身
の
区
長
な
ら
ば
、

そ
の
感
覚
が
わ
か
る
は
ず
。

答
休
み
に
草
野
球
を
楽
し
む
こ

と
は
明
日
へ
の
活
力
と
な
り
、

社
会
を
盛
上
げ
る
原
動
力
に
な

る
。
安
全
に
利
用
す
る
上
で
一

定
の
制
約
が
必
要
だ
が
、
区
民

が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
空
間

と
し
て
活
用
し
た
い
。

問
区
が
考
え
る
駐
車
場
整
備
計

画
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

答
多
摩
川
緑
地
駐
車
場
は
、
21

年
度
新
た
に
拡
張
整
備
を
行
い

合
計
３
６
３
台
と
な
る
。
六
郷

橋
緑
地
駐
車
場
と
と
も
に
平
成

22
年
４
月
１
日
か
ら
有
料
化
す

る
予
定
で
あ
る
。

問
有
料
化
に
向
け
て
、
利
用
者

が
満
足
で
き
る
整
備
を
し
て
い

る
か
。

答
満
足
い
た
だ
け
る
よ
う
配
慮

し
て
い
る
。

問
上
手
に
整
備
し
て
お
金
が
か

か
ら
な
い
方
法
を
考
え
る
べ
き
。

有
料
化
の
予
定
を
考
え
直
す
つ

も
り
は
な
い
か
。

答
今
後
、
利
用
実
態
、
利
用
者

の
意
見
を
踏
ま
え
、
使
用
料
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

＜

観
光
客
の
誘
致＞

問
羽
田
の
国
際
化
に
合
わ
せ
た

観
光
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
を
伺
う
。

答
羽
田
空
港
国
際
化
記
念
事
業

と
し
て
、
国
際
化
１
年
前
の
21

年
10
月
に
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
す
る
。
そ
こ
で
区
民

の
国
際
化
意
識
の
醸
成
を
め
ざ

し
た
い
。

問
イ
ベ
ン
ト
に
民
間
の
ア
イ
デ

ア
を
取
入
れ
て
は
。

答
６
月
中
に
公
開
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
に
よ
る
企
画
提
案
募
集
を
行

う
予
定
で
あ
る
。

問
消
費
者
行
政
活
性
化
の
た
め

消
費
者
団
体
と
の
連
携
強
化
を
。

答
区
は
、
積
極
的
に
支
援
し
、

一
層
連
携
を
深
め
る
。

問
消
費
相
談
員
の
正
規
職
員
化

を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
国
の
政
策
や
他
自
治
体
と
の

均
衡
も
考
慮
し
て
対
応
を
図
る
。

問
低
所
得
者
・
要
介
護
高
齢
者

の
施
設
、
住
宅
整
備
の
考
え
は
。

答
調
査
し
た
未
届
有
料
老
人

ホ
ー
ム
や
生
活
保
護
の
実
態
を

検
証
し
、
国
や
都
の
動
向
も
注

視
し
て
対
応
策
を
検
討
す
る
。

問
関
係
部
局
の
合
同
対
策
チ
ー

ム
を
立
上
げ
、
区
全
体
の
課
題

を
打
出
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
高
齢
福
祉
を
始
め
生
活
保
護
、

住
宅
、
防
災
担
当
等
と
緊
密
に

連
携
し
綿
密
な
対
応
を
と
る
。

問
区
の
経
営
的
視
点
と
成
果
は
。

答
行
政
資
源
を
活
か
し
、
最
小

の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
得
る

こ
と
。
業
務
委
託
や
民
営
化
等

に
よ
り
コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
た
。

問
投
資
的
経
費
を
節
減
す
べ
く

数
値
目
標
を
、
予
算
策
定
及
び

入
札
段
階
の
双
方
で
設
定
せ
よ
。

答
行
政
経
営
プ
ラ
ン
に
お
け
る

定
数
管
理
に
よ
る
行
政
改
革
等

の
各
事
業
計
画
具
体
化
の
中
で

数
値
目
標
も
含
め
て
対
応
す
る
。

問
保
育
園
・
介
護
施
設
の
入
所

待
機
者
解
消
及
び
担
い
手
確
保
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
黒
字
運
用
、

総
合
体
育
館
工
事
契
約
及
び
放

区
民
に
わ
か
り
や
す
く
利
用
し

や
す
い
組
織
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
趣
旨
を
活
か
し
て
、

今
回
の
改
正
の
効
果
を
最
大
限

に
発
揮
し
て
い
き
ま
す
。

＜

羽
田
空
港
の
跡
地
利
用
等＞

　

羽
田
空
港
移
転
問
題
協
議
会

で
、
跡
地
利
用
を
具
体
化
す
る

た
め
「
（
仮
称
）
羽
田
空
港
跡

地
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」
の

策
定
を
目
指
す
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
区
に
お
い
て
も
「
羽

田
空
港
跡
地
利
用
Ｏ
Ｔ
Ａ
基
本

プ
ラ
ン
」
を
踏
ま
え
、
整
備
計

画
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

＜

区
の
観
光
と
産
業＞

21
年
３
月
に
「
大
田
区
観
光

振
興
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し

た
。
羽
田
空
港
国
際
化
に
向
け

た
対
応
を
図
り
つ
つ
、
区
の
魅

力
を
発
信
し
、
地
域
活
性
化
や

に
ぎ
わ
い
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

同
じ
く
３
月
、
「
大
田
区
産
業

振
興
基
本
戦
略
」
を
策
定
し
ま

し
た
。
さ
ら
な
る
区
産
業
の
発

展
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

＜

緊
急
少
子
化
対
策＞

　

安
心
し
て
出
産
で
き
る
環
境

を
と
と
の
え
る
た
め
国
民
健
康

保
険
の
出
産
育
児
一
時
金
を
42

万
円
に
引
き
上
げ
出
産
費
用
の

負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

　

区
に
は
、
４
月
１
日
現
在
で

３
１
４
名
の
保
育
園
入
園
待
機

児
が
い
ま
す
。
こ
の
解
消
に
向

け
「
待
機
児
解
消
対
策
本
部
」

を
設
置
し
緊
急
に
講
ず
る
べ
き

待
機
児
解
消
策
を
推
進
し
ま
す
。

＜

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ＞

　

区
民
の
皆
様
に
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
今
後
の
動

向
に
注
意
し
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
冷
静
な
対
応
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
区

民
の
皆
様
の
健
康
と
安
心
を
守

り
、
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
適

切
に
情
報
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

＜

緊
急
経
済
対
策＞

　

厳
し
い
経
済
環
境
の
中
、
区

は
、
中
小
企
業
向
け
の
融
資

あ
っ
旋
制
度
の
金
利
を
４
月
以

降
も
大
幅
に
引
き
下
げ
、
支
援

を
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
商
店
街
で
の
消
費
拡

大
の
た
め
の
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

区
内
共
通
商
品
券
は
、
４
月
22

日
か
ら
販
売
し
、
５
億
５
千
万

円
分
を
完
売
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
状
況
を
見
極
め
的
確
な

取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

　

定
額
給
付
金
は
、
総
額
50
億

円
を
超
え
る
振
込
み
を
完
了
し
、

さ
ら
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

＜

お
お
た
未
来
プ
ラ
ン
10
年＞

10
か
年
基
本
計
画
「
お
お
た

未
来
プ
ラ
ン
10
年
」
の
も
と
、

区
は
新
た
な
未
来
に
向
け
船
出

を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ

ン
の
着
実
な
推
進
を
通
し
「
地

域
力
・
国
際
都
市　

お
お
た
」

の
実
現
に
力
を
尽
く
し
ま
す
。

＜

大
規
模
な
組
織
改
正＞

　

４
月
１
日
の
改
正
は
、
基
本

構
想
及
び
基
本
計
画
を
着
実
に

実
現
で
き
、
新
し
い
行
政
需
要

に
区
民
視
点
で
応
え
ら
れ
る
、

置
自
転
車
対
策
で
の
経
営
的
視

点
に
た
っ
た
具
体
的
取
組
み
は
。

答
費
用
対
効
果
最
大
へ
、
入
札

の
公
正
透
明
競
争
性
も
高
め
る
。
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大
田
区
議
会
公
明
党

12 ９８８６１１１１１１

大
田
区
議
会
自
民
党

自
由
民
主
党
大
田
区
議
団

日
本
共
産
党
大
田
区
議
団

大
田
区
議
会
民
主
党

大
田
区
議
会
緑
の
党

区
議
会
大
田
区
民
の
会

自
由
民
主
党
大
田
区
議
会

無
所
属
の
会

改
革
１
１
０
番

大
田
生
活
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

結　
　
　

果

平成21年度大田区一般会計補正予算（第１次）

件　名

会 派 名
所属議員数

八幡橋架替工事（その１下部工）

仮称東糀谷四丁目公園造成工事その１

大田区田園調布一丁目付近枝線その 13
工事（下水道）
大田区田園調布二丁目付近枝線その 17
工事（下水道）
仮称大田区総合体育館改築工事

大田区立鵜の木保育園改築工事

大田区立矢口小学校プール改築その他工
事
仮称大田区総合体育館改築電気設備工事

仮称大田区総合体育館改築機械設備工事

工

事

請

負

契

約

◎
定
例
会
で
決
ま
っ
た
議
案
◎

◎
は
全
会
一
致
の
議
案

▽
は
賛
成
者
多
数
の
議
案

21
年
度
補
正
予
算

▽
一
般
会
計
（
第
１
次
）

（
７
億
８
１
３
万
円
を
増
額
す

る
。
）

条
例
の
一
部
改
正

◎
大
田
区
特
別
区
税
条
例

（
寄
附
金
控
除
の
対
象
と
す
る

寄
附
金
の
範
囲
を
拡
大
し
、

新
た
な
住
宅
借
入
金
等
特
別

税
額
控
除
制
度
を
創
設
し
、

上
場
株
式
等
の
配
当
等
及
び

譲
渡
所
得
等
に
係
る
軽
減
税

率
を
延
長
す
る
ほ
か
、
規
定

を
整
備
す
る
。
）

◎
大
田
区
国
民
健
康
保
険
条
例

（
出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額

の
引
上
げ
及
び
保
険
料
に
係

る
延
滞
金
の
軽
減
を
行
う
ほ

か
、
地
方
税
法
の
改
正
等
に

伴
い
規
定
を
整
備
す
る
。
）

◎
大
田
区
後
期
高
齢
者
医
療
に

関
す
る
条
例

（
保
険
料
に
係
る
延
滞
金
の
軽

減
を
行
う
。
）

◎
大
田
区
介
護
保
険
条
例

（
保
険
料
に
係
る
延
滞
金
の
軽

減
を
行
う
ほ
か
、
規
定
を
整

理
す
る
。
）

工
事
請
負
契
約

▽
八
幡
橋
架
替
工
事
（
そ
の
１

下
部
工
）

（
契
約
金
額
６
億
４
、
５
７
５

万
円
、
契
約
の
相
手
方
、
五

洋
・
永
光
・
市
石
建
設
工
事

共
同
企
業
体
）

▽
仮
称
東
糀
谷
四
丁
目
公
園
造

成
工
事
そ
の
１

（
契
約
金
額
１
億
９
、
２
３
６

万
円
、
契
約
の
相
手
方
、
中

央
・
村
石
・
京
浜
建
設
工
事

共
同
企
業
体
）

▽
大
田
区
田
園
調
布
一
丁
目
付

近
枝
線
そ
の
13
工
事
（
下
水

道
）

（
契
約
金
額
２
億
２
、
０
５
０

万
円
、
契
約
の
相
手
方
、
永

光
・
池
上
・
栄
伸
建
設
工
事

共
同
企
業
体
）

▽
大
田
区
田
園
調
布
二
丁
目
付

近
枝
線
そ
の
17
工
事
（
下
水

道
）

（
契
約
金
額
１
億
９
、
１
６
２

万
５
千
円
、
契
約
の
相
手
方
、

佐
々
木
・
醍
醐
・
松
下
建
設

工
事
共
同
企
業
体
）

▽
仮
称
大
田
区
総
合
体
育
館
改

築
工
事

（
契
約
金
額
51
億
90
万
円
、
契

約
の
相
手
方
、
フ
ジ
タ
・
幸

・
河
津
・
甲
田
建
設
工
事
共

同
企
業
体
）

▽
大
田
区
立
鵜
の
木
保
育
園
改

築
工
事

（
契
約
金
額
２
億
８
、
６
１
２

万
５
千
円
、
契
約
の
相
手
方
、

醍
醐
・
永
光
・
蔵
王
建
設
工

事
共
同
企
業
体
）

▽
大
田
区
立
矢
口
小
学
校
プ
ー

ル
改
築
そ
の
他
工
事

（
契
約
金
額
１
億
７
、
３
２
５

万
円
、
契
約
の
相
手
方
、
小

俣
・
大
世
建
設
工
事
共
同
企

業
体
）

▽
仮
称
大
田
区
総
合
体
育
館
改

築
電
気
設
備
工
事

（
契
約
金
額
７
億
６
、
５
４
５

万
円
、
契
約
の
相
手
方
、
サ

ン
テ
ッ
ク
・
新
星
・
高
田
・

仲
村
建
設
工
事
共
同
企
業

体
）

▽
仮
称
大
田
区
総
合
体
育
館
改

築
機
械
設
備
工
事

（
契
約
金
額
９
億
６
、
６
０
０

万
円
、
契
約
の
相
手
方
、
朝

区
長
提
出
議
案

区
長
提
出
議
案

報

告

報

告

答

申

◎
請
願
・
陳
情
の
結
果
◎

　

今
定
例
会
で
新
規
に
提
出
さ

れ
た
も
の
及
び
継
続
審
査
し
て

い
た
も
の
で
結
果
の
出
た
も
の

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

か
っ
こ
内
（
継
続
分
は
継
続

と
表
記
）
は
審
査
結
果
で
す
。

総
務
財
政
委
員
会

・「
五
輪
誘
致
活
動
の
件
」
に
関

す
る
陳
情
（
不
採
択
）

・
大
田
区
南
馬
込
６
丁
目
マ
ン

シ
ョ
ン
計
画
変
更
に
関
す
る
陳

情
ほ
か
同
件
名
１
件（
不
採
択
）

地
域
・
産
業
委
員
会

・
伊
豆
高
原
荘
に
関
す
る
陳
情

ほ
か
同
件
名
１
件
（
不
採
択
）

・
大
田
区
伊
豆
高
原
荘
の
存
続

を
求
め
る
陳
情
（
不
採
択
）

保
健
福
祉
委
員
会

・
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
の
助
成

に
関
す
る
陳
情
（
採
択
）

・
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
の
助
成
に
関
す
る
陳
情
（
採

択
）

議
会
運
営
委
員
会

・
大
田
区
議
会
公
明
党
の
政
務

調
査
費
の
使
途
に
関
す
る
陳
情

（
不
採
択
）

・
会
議
に
伴
う
食
糧
費
に
政
務

調
査
費
を
あ
て
る
こ
と
を
禁
止

す
る
よ
う
求
め
る
陳
情
（
不
採

択
）

羽
田
空
港
対
策
特
別
委
員
会

・
米
軍
横
田
基
地
の
空
域
削
減

に
よ
る
羽
田
空
港
出
発
経
路
の

変
更
に
よ
る
、
航
空
機
騒
音
被

害
に
関
す
る
陳
情
（
継
続
）

日
・
装
芸
・
福
進
建
設
工
事

共
同
企
業
体
）

特
別
区
道
路
線
の
認
定

◎
城
南
島
三
丁
目
１
番
６
の
地

先
か
ら
１
番
７
の
地
先
ま
で

損
害
賠
償
額
の
決
定

◎
ご
み
収
集
車
に
よ
る
物
損
事

故
（
賠
償
金
額
１
６
２
万
９
９
６

円
）

平
成
20
年
度
大
田
区
繰
越
明
許

費
繰
越
計
算
書

（
定
額
給
付
金
給
付
事
業
等
と

し
て
１
１
０
億
７
、
８
２
９

万
９
千
円
を
20
年
度
か
ら
21

年
度
に
繰
越
す
。
）

区
が
出
資
す
る
法
人
の
経
営
状

況
に
関
す
る
書
類

・
大
田
区
土
地
開
発
公
社

・
財
団
法
人
大
田
区
文
化
振
興

協
会

・
財
団
法
人
大
田
区
産
業
振
興

協
会

・
蒲
田
開
発
事
業
株
式
会
社

・
財
団
法
人
大
田
区
体
育
協
会

区
の
義
務
に
属
す
る
損
害
賠
償

額
決
定
に
係
る
専
決
処
分

・
20
年
10
月
13
日
の
ご
み
収

集
車
に
よ
る
車
両
損
傷
事
故

（
賠
償
金
額
17
万
９
、
４
９
５

円
）

・
21
年
３
月
４
日
の
ご
み
収
集

車
に
よ
る
車
両
損
傷
事
故

（
賠
償
金
額
４
万
円
）

・
21
年
３
月
14
日
の
ご
み
収
集

車
に
よ
る
車
両
損
傷
事
故

（
賠
償
金
額
25
万
５
、
１
５
２

円
）

・
18
年
９
月
11
日
の
ご
み
収
集

車
に
よ
る
車
両
損
傷
事
故

（
賠
償
金
額
７
万
５
、
９
８
９

円
）

工
事
請
負
契
約
の
専
決
処
分

・
大
田
区
立
羽
田
中
学
校
校
舎

改
築
工
事

（
契
約
金
額
を
20
億
３
、
５
９

　

５
万
円
か
ら
20
億
５
、
０
０

　

３
万
５
０
０
円
に
変
更
す

　

る
。
）

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

◎
佐
々
木　

一
幸
（
再
任
）

◎
橋
爪　

伸
由
（
再
任
）

◎
西
川　

満
智
子
（
再
任
）

◎
小
田
部　

規
矩
男
（
再
任
）

◎
石
井　

一
平
（
再
任
）

◎
川
﨑　

洋
子
（
再
任
）

◎
牧
田　

章
子
（
再
任
）

答

申

傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
会
議
の
傍
聴
は
本
庁
舎
11
階
の
傍
聴

受
付
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

陳情書を提出される方へ
次に該当する陳情は審査されない場合があります。
①著しく個人、団体等をひぼう、中傷し、名誉棄損、信用失墜のおそれがあるも
の
②脅迫、恐喝等、公序良俗に反する用語の使用があるもの
③郵送されたもの
④住所、連絡先が不十分で連絡のとれないもの
⑤同一期内で概ね一年を経過していない同趣旨のもの
⑥マンション紛争等私人間で解決すべき内容を含むもの
⑦既に願意が達成されていると思われるもの
⑧その他議長が審査になじまないと判断したもの
詳しくは議会事務局にお問い合わせください。

請願・陳情はどなたでも出せます
１　請願には、議員１名以上の紹介が必要です。議
員の紹介がない場合は、陳情として取り扱います。

２　請願・陳情の趣旨は、簡潔、明りょうに書き、
内容が数種類に及ぶ場合には、それぞれ別の請
願・陳情に分けてください。

３　請願・陳情者の押印が必要です。住所、氏名は
原則として公開となります。

４　署名簿がある場合は、請願・陳情の後につけて
ください。

５　大田区議会は、原則として請願と陳情を同一に
取り扱っています。

６　受付は、土、日、休日を除く平日の午前８時３
０分から午後５時まで、区役所本庁舎１０階の議
会事務局で行っています。

年　月　日

大田区議会議長○○○○あて

○○○○に関する請願（陳情）

請願（陳情）の趣旨

理由

１

２

請願者（陳情者）
住所

氏名　　　　◇　◇　◇　◇　㊞
電話番号
紹介議員（陳情には不要）

　　　　　　□　□　□　□　㊞
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( 仮称 ) 大森北一丁目開発  施設外観 (予定 )
※今後の検討により、変更になる可能性があります。

写真左上：22年10月供用開始予定のＤ滑走路
写真右下：羽田空港跡地（約53ha）
※羽田空港跡地利用基本計画より転載 矢口中学校における防災訓練

京浜急行連続立体交差事業（京急蒲田駅付近）

　本委員会は、京浜急行線連
続立体交差事業の推進及び区
民にとって安全で快適な生活
基盤としての交通体系の整備
に向けて、調査研究を行って
きました。
　京浜急行線本線及び空港線
は国道15号線や環状８号線な
ど、多くの道路と平面交差し
ています。慢性的な交通渋
滞を引き起こし、長年、大田区
における交通問題の最大の課題でありました。このため、京浜急行を高架
化し、既存踏切の除却、高架下の有効活用、駅のバリアフリー化、関連側
道の整備が進められています。
　この事業は、東京都、大田区、京浜急行電鉄株式会社が共同事業者で、
高架化完成は平成 24 年度、関連側道等、道路事業整備も含めた事業完了
予定は平成 26 年度となっています。
　また、京浜急行沿線のまちづくり事業について、区は連立事業をその契機
ととらえ、駅前空間の面的な整備等の計画を地域とともに推進しています。
　京急蒲田駅西口では、市街地再開発準備組合から都市計画素案の提出と
同時に都市計画決定の要請がされ、平成 21 年４月 30 日に決定に至ってい
ます。
　糀谷駅については、平成 20 年３月に都市計画決定がなされましたが、
陳情を提出した反対する地元住民と粘り強く話し合いを行い、再開発計画
を推進していくよう、区に強く要望しました。
　次に、コミュニティバスです。平成 20 年５月に３地区よりモデル事業
地域に決定した矢口地区では、地域検討会と作業部会が組織され、バスの
車両数、ルートや運行間隔、運賃、地域の協力体制などの検討を重ねてき
ました。区も、運行支援として、バスの購入補助、運行環境の整備などを
　　　　行い、今まさに試行運行のスタートラインが見えてきています。

　快適な交通環境の整備は、快適なまちづくりの基本です。
将来を見据えた、交通網整備、まちづくりが積極的に推進
されるよう、更なる調査・研究を行っていきます。

交通問題調査特別委員会
＜京急沿線まちづくり、地域意見調整を強く要望＞
＜地域活性化につながる交通網整備が必要＞

　本委員会は、まちづくりと観光政策の融合がいかにして大田の魅力を引
き出せるのかを重視し、そのための開発・整備について調査研究を行って
きました。
　区の中心拠点として、蒲田駅周辺の開発・整備を考えた場合、第一に、
羽田空港の国際化を見据え、多文化交流拠点につながるまちづくりが求め
られます。観光政策面からとらえますと、餃子など食文化を活かしたまち
づくり、ホテル等の民間業者とのタイアップなど、多くの可能性を含んで
いるものの、呑川の護岸整備、広告看板への条例整備、サイン整備計画推
進など、まちの景観確保が当面の課題となっています。また、ハード面か
ら駅周辺を見据えますと、駅前ターミナルの機能強化、駐輪場の確保、電
線類の地中化、ＪＲと連携した東西口の動線確保など課題は少なくありま
せん。
　（仮称）大森北一丁目開発は、もう一つの中心拠点である大森駅周辺の
にぎわいの一翼を担っており、昨年 12 月に事業契約が締結され、図書館
の再開、地域との連携、共生による地域活性化の醸成など早期完成が待ち
望まれています。
　羽田空港の国際化により、来訪者の増加が見込まれる大田区では、観光
にも積極的な取り組みが求められます。こうした中、区は今後 10 年の観
光行政の方針となる「大田区観光振興プラン」を策定しました。これは、「知
る人ぞ知る魅力」を大切にする 世界とつながる生活（イキイキ）観光都
市をキーワードに作成されており、このプランによる観光大田の実現が期
待されます。

　区は今年度から蒲田・大森の
グランドデザイン策定に着手し
ますが、この策定事業や観光振
興プランの実施、さらに水と緑
のネットワーク整備など、これ
らが区民の声のもとに進められ、
まちづくりと観光政策の融合が
福祉の向上に寄与さ
れるよう、委員会とし
て更なる調査・研究
を行っていきます。

開発・観光対策特別委員会

<まちづくりと観光の諸課題についての積極的な取り組みが必要＞

　本委員会は、自然災害や犯罪から区民の生命・財産を守り、区民が安全・
安心に暮らせるまちづくりを実現するため、多岐にわたり調査研究を行っ
てきました。
　突発的に起こりうる災害に対し、被害を最小限に抑えていくには、区民
の防災意識、防災知識そして地域の防災行動力の向上とともに、区の支援
協力体制が必要とされます。
　平成 20 年度の総合防災訓練は、地域行政センター単位で実施され、中
でも矢口中学校での訓練では、１，１００人もの参加がありました。この
地区は人口が急増した地域で、新旧住民間の防災上の連携強化が求められ
ていましたが、訓練には近年建設されたマンション住民からも多数参加が
ありました。このように、地域の特性や実情を反映し、地域の課題を抽出
した訓練内容が求められます。
　また、職員防災訓練は抜き打ち参集訓練として行われました。実際の災
害時には、職員参集の困難が予想され、そのような場合でも避難所を開設
できる態勢の再整備が求められます。
　平成 20 年 10 月、大阪の個室ビデオ店で発生した火災を受け、区は個室
ビデオ、ネットカフェ等に対し立入調査を実施しました。その結果、階段
の防火区画、非常時の照明等に不備がみられたとの報告がありました。
　今後もネットカフェや個室ビデオの利用者は増加すると予想されます
が、施設改善は早期に求められており、消防と一体になった区の粘り強く
厳しい指導が望まれます。
　防災・防犯に対して最も必要とされるものは“情報”といえます。
　区では区民安全・安心メールサービスに水防情報の追加、防災行政無線
のデジタル化など、防災・
防犯情報の確保・伝達の整
備をさらに進めています。
　防災・防犯に対し備えす
ぎることは決してありませ
ん。委員会は、安全・安心
のまちづくりという命題に
対し、今後も多様な観点か
らの調査・研究を行ってい
きます。

防災・安全対策特別委員会

＜地域が主体となる防災・防犯体制の推進が重要＞

　本委員会は、羽田空港の空港機能、跡地利用、空港周辺及び臨海部に関
する事業等について、調査研究を行ってきました。
　区は、来年秋の再拡張事業完成を前に、「羽田空港跡地利用OTAプラン」
を策定し、市街地に最も近い天空橋駅を中心とした区域の土地利用の基本
的な考え方を示しました。
　区の発展につながる土地利用を図るためにも、プランの実現過程におい
ては、委員会や区民等、様々な立場からなされる意見を施策立案の参考に
し、基盤整備等の残された諸課題を早期に解決していくことが区に求めら
れています。
　Ａ滑走路北側離陸左旋回に伴う騒音は、当初の測定予測を超え、空港周
辺の住民に騒音被害を与えています。とりわけ、（株）日本航空インター
ナショナルの機材によるものは、他社と比較して突出した騒音数値となっ
ておりました。本委員会では、これを看過することのできない重大な問題
であると認識し、同社に対しては、騒音軽減の申入れ書を、また、監督官
庁である国土交通省に対しては、同社への特段の指導を求める要望書を提
出いたしました。
　跡地については、東京都が一括して取得することを前提とする旨の確認
書が当時の運輸省と東京都の間で取り交わされているにも関わらず、その
後、両者間では、取得方法や時期などの具体的な協議が行われておりませ
ん。そのため、本委員会は確認書に基づく跡地の一括取得、早期の意思表
明、区の跡地利用の実現に向けた財政的支援を行うことを記載した「羽田
空港跡地利用に関する意見書」の議案を提出し、議決を経て、議会の総意

として、東京都あてに提
出しました。
　本委員会は、再拡張事
業による空港機能の拡大、
跡地利用の具体化、騒音
被害などの重大かつ緊急
な対応が求められる多岐
の課題に対し、今後も国
や都に対して地元住民の
思いを代弁し、その実現
を目指していきます。

羽田空港対策特別委員会
＜左旋回に伴う航空機騒音の軽減を申入れ＞
＜羽田空港跡地利用に関する意見書を提出＞

特 別 委 員 会
中 間 報 告
（要旨）

平成21年第１回臨時会で報告され
た内容の要旨です。報告書は区議会
ホームページで公開しています。

▼区議会ホームページアドレス
http://www.city.ota.tokyo.jp/gikai/
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第９回平和祈念コンサート開催第９回平和祈念コンサート開催
８月 15 日（土）開演 13：00（12：15 開場）

主催　大田区議会全議員による「平和祈念コンサート実行委員会」主催　大田区議会全議員による「平和祈念コンサート実行委員会」
出演・曲目
 ♪近藤 嘉宏（ピアノ）
　　ショパン：英雄ポロネーズ、別れの曲ほか
 ♪姜 建華（二胡） ラストエンペラーほか
 ♪福居一大（津軽三味線） 津軽じょんから節ほか
 ♪レディースオーケストラｆｌｕｍｕｓ
全席指定：2,000円
 　 アプリコ　　☎５７４４－１６００
  区民プラザ　☎３７５０－１６１１
  文化の森　　☎３７７２－０７００

問合先　実行委員会事務局　 ☎５７４４－１６４０
議会事務局庶務係　 ☎５７４４－１４７２

○車いす席有り（介添人は無料）
○無料保育有り（８月７日までに問合先へ電話）

※区議会議員も販売を受け付けています。

会場　大田区民ホール アプリコ大ホール
●最寄駅：JR京浜東北線、東急多摩川線・
　　　　　池上線「蒲田駅」東口から徒歩３分
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※黒沼良光議員（日本共産党大田区議団）は、平成21年6月17日付けで辞職しました。

公　　明：

大田自民：

自　　民：

日本共産党大田区議団
５７４４－１４７７

自由民主党大田区議団
５７４４－１４８０

大田区議会公明党
５７４４－１４８８
大田区議会自民党
５７４４－１４６９

自由民主党大田区議会
５７４４－１６１７

区議会大田区民の会
５７４４－１４７６

大田区議会民主党
５７４４－１４７５
大田区議会緑の党
５７４４－１４７９

大田生活者ネットワーク
５７４４－１６７３

無所属の会
５７４４－１４７８
改革１１０番
５７４４－１６７２

共　　産：

民　　主：

緑  　：

区民の会：

自民大田：

無 所 属 ：

［平成21年７月１日現在］

改　　革：

ネ ッ ト ：

議　場　の　略　図　と　議　席
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